
 

 

 

 

 

 

 

 

 

高松地方気象台・防災気象官 平井明宏 

 

 香川県といえば「他の県に比べると気象災害が少ない」といったイ

メージがありますが、過去には昭和 51 年 9 月の小豆島豪雨による土

砂災害、平成 16 年の相次いだ台風による大雨や高潮災害がありまし

た。最近では、平成 26 年 8 月の広島市で発生した土砂災害、平成 27

年 9 月の関東・東北豪雨、昨年も相次いで接近・上陸した台風と前線

による東日本から北日本にかけての大雨など毎年、日本のどこかで甚

大な災害が発生しています。 

近年は雨の降り方が局地化・集中化・激甚化しています。気象庁ではこれらを「新

たなステージ」と捉えて、「新たなステージに対応した防災気象情報の改善」を行い

ます。 

■ひとたび起こると命に危険が及ぶ警報級の気象現象について、可能性が 

高くなくとも発生のおそれを積極的に伝えます 

香川県内において雨・雪・風・波を対象に警報級の現象が 5日先までに予想される時

に、その可能性を「警報級の可能性」としてお知らせするもので、今年の 5 月 17 日か

ら気象庁ホームページで提供を始めた新しい情報です。警報級の現象となる可能性が

高いことを示す「高」、「高」ほどは可能性は高くないが普段より一段上の対応を呼

びかける「中」も発表します。 

 毎日、朝 5 時、昼 11 時、夕方 17 時の一日 3 回、気象庁ホームページで天気予報と同

時に提供します。特に深夜や早朝に警報級の現象が起こると避難することが難しいこ

とがあります。翌朝までに「高」・「中」が予想されたら、今後の気象情報に留意し

早め早めの対応をとってください。スマートフォンからもご覧になれますので是非活

用してください。 

また、週間天気予報に加えて「警報級の可能性」をご確認いただき、前もって防災

への心積もりをしていただきたいと思います。行事やイベント開催の判断にもご活用

ください。 

  

かがわ自主ぼう連絡協議会  

会報 第 124 号(2017. 7. 1) 

事務局 川西地区自主防災会 

台風や集中豪雨から身を守るために 

「気象警報・注意報をより見やすく！より分かりやすく！」 

気象情報が変わります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■危険度やその切迫度を認識しやすくなるよう、分かりやすい情報を提供します 

これまで気象台の発表する注意報・警報は、大雨や強風の予想される期間や雨の量、

風の強さなどの予想値を文章でお知らせしてきましたが、危険度や切迫度が伝わり難

いとの課題がありました。5 月 17 日からはこれまでの文章形式に加えて、今後の危険

度の高まるタイミングが即座に一目でわかるよう危険度に応じて色分けした時系列を

気象庁ホームページでご確認いただけるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■お住まいの地域の危険度をお知らせします 

大雨による土砂災害の危険度を表す情報として、土砂災害警戒判定メッシュ情報を

気象庁ホームページで提供しています。7 月 4 日からは大雨による床下・床上などの浸

水害の危険度がどの地域で高まっているかを地図上に表す「大雨警報（浸水害）の危

険度分布」、どの川のどの地域で洪水害の危険度が高まっているかを地図上に表す

「洪水警報の危険度分布」を新たに提供します。 

危険度は黄→赤→薄い紫→濃い紫の順に高く、危険度分布を見れば自らの地域に迫

る危険度の高まりを一目で把握できます。 

大雨警報・洪水警報、土砂災害警戒情報は市町単位で発表します。警報等が発表さ

れた時には、お住まいの市町のどこで土砂災害や浸水害、洪水害の危険度が高まって

いるかを危険度分布で確認していただき、適切な防災対応に役立てていただきたいと

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■土砂災害・浸水害・洪水害に警戒を呼びかける主な情報 

 

土砂災害 

 

 

 

 

 

 

 

浸水害 

 

 

 

 

 



洪水害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■雨の強さと降り方・風の強さと吹き方 

 気象情報で「1 時間に 60 ミリの非常に激しい雨が・・・」「風速 25 メートル以上の

非常に強い風が・・・」といった予報用語が使われます。この用語から屋内外での様

子などがイメージできれば、事前の災害対策や避難行動に役立てることが出来ます。 

 

雨の強さと降り方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



風の強さと吹き方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■最後に 

 災害から命を守るためには、まず自分の身のまわりにどのような危険（土砂災害・

浸水害・洪水害等）があるのか事前に確認しておくことが重要です。その上で災害に

対してどのような避難行動をとる必要があるのかをしっかり認識しておくことや防災

気象情報の入手方法を知っておくことも大切です。 

 気象庁は、発表した防災気象情報を自治体や防災機関に直ちに伝達すると同時にテ

レビやラジオ、インターネット等を通じて広くお知らせしています。 

最近は携帯電話やスマートフォン、パソコン等を用いて一人ひとりが必要な防災気

象情報を自分から入手できる環境が整ってきています。 

段階的に発表される防災気象情報を活用いただき、早め早めの防災対応をこころが

けていただければと思います。 

～気象庁の防災情報について詳しく知るには～ 

・気象庁ホームページ     http://www.jma.go.jp/ 

・高松地方気象台ホームページ http://www.jma-net.go.jp/takamatsu/ 

 

～香川県の防災について詳しく知るには～ 

・かがわ防災Ｗｅｂポータル  http://www.bousai-kagawa.jp/ 



事務局だより               平成２９年 ７月  

 

今月は、岩崎会長より原稿を寄せていただきました。 

 

 

 

 

先日、「ざぶん賞」活動の普及のため、高知県の小中学校訪問してまいりました。 

ざぶん賞とは、日本全国の小中学生

による「水」に関する文章を募集し、

小中学生の皆さんに水を中心とした自

然環境を大切にする行動や生活を営ん

でいただくことをテーマとした取組み

です。この活動は2002年から始まり、 

当初はジャーナリストであった築紫哲

也氏がリーダーで始まりました、その

後、東京大学名誉教授の月尾嘉男氏が

実行委員長をされています。月尾先生

とは自然塾を通して平成11年からお世

話になっており、お誘いいただき、昨年からこの「ざぶん賞」に加わっております。 

 

なぜ高知県？と申しますと、ざぶん賞の創設から 16 年経過しますが、高知県から

の応募はゼロの状態が続いております。ご存じのように高知県は四万十川、仁淀川、

さらに物部川、安田川と美しい河川を擁しながら小中学生からの応募が無いことは、

とても残念なことであり、又「ざぶん賞」の認知度がないということでもあります。   

これではいけないと 5 月 10 日、5 月 19 日と土佐市、南国市、香美市の小中学校を

訪問してきました。訪れたほとんどの学校が丁寧に対応くださいました。 

 

又、運動場の広さや周囲の自然環境を重ねてみると、さすが坂本龍馬、中岡慎太

郎を拝した土地柄だと感じとりました。更に気づいたことは、農業用水路、昔なが

らの風情を残しています。両岸は石積みのまま、底面は小石まじりの砂、しっかり

と小魚が泳いでおり、我が讃岐の 3 面コンクリートと大違いでした。このような自

然環境での小中学生に素ぼくな文章を期待したいものです。 

今月の事務局だよりは高知県内の小中学校巡りからのレポートです。 

 

文責 岩崎正朔 

 

尚、香川県内の小中学校廻りはかがわ自主ぼう連絡協議会約 15 名の皆さんと 5 月中

旬から一か月かけて実施しております。 

 

＜ 高知県の小中学校訪問 ＞  



 

 

 

かねてより計画・準備をしておりました「災害用トイレ」が完成し、6 月 28 日に

市長、教育長、社協事務局長を招いて竣工式をとり行ないました。 

 

容量的には 640 人槽×3 基ということで、小学校体育館収容の避難者対応に十分機

能できるものと確信しています。 

 

本事業実施にあたっては、丸亀市、香川県共同募金会、並びに丸亀市社会福祉協

議会からの助成金と川西地区皆様のカンパによって成し遂げられました。この誌面

をお借りして厚くお礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

又、竣工については、（株）協和土建殿、機器調達を三和建鐡（株）殿に大変お

世話になりました。 

 

 編集後記 

今月の防災減災の輪は、高松地方気象台・防災気象官 平井様の原稿を掲載させ

ていただきました。ありがとうございました。 

 

 

＜ 災害用トイレ設置完了 ＞  


